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研究背景

平成１２年度は，ミリ波サブミリ波に有効な新しい導波路設計のために，これまで，ミリ波や

光波等で有効とされてきた２種類の誘電体導波路について電磁界理論解析を行った．

， ，これまでのように金属を用いた導波路では 高周波領域において金属は良導体とならないため

損失が増えるという問題があった．そこで，金属を使わない誘電体導波を応用すれば，高周波領

域における金属部分の導体損失を避けることができるのではないかと考えた．解析に用いた構造

は，非放射性誘電体導波路( (以下 ガイド))とフォトニックNonradiative Dielectric Waveguide NRD
バンドギャップ線路系(以下 ガイド)である．PBG

ガイドの曲がり部分の解析NRD
まず， ガイドの解析について報告する． ガイドは文字通り非放射性が特徴の誘電体NRD NRD

導波路で，その構造は図１のようなものである．本研究では，設計上必要となる曲がり部分につ

いて解析を行った．導波路は主要回路に電波を伝搬するためのものであるため，その設計上やむ

を得ず途中で曲がりを生じさせる必要が出てくる．しかし，この曲がりにおける放射損失や，直

線部との接合部分でのトランジッションロスの評価をしなければ，実際の設計に用いることはで

きない．解析を行った結果，曲がり部分においての放射損失は大変大きなものであることが分か

った．しかし，研究者らはこの損失を最大限に抑える設計法を試みるた．しかし， ガイドNRD
は誘電体導波路ではあるが，金属壁を利用して放射を押さえるため，高周波領域における金属に

よる損失を低減するのには必ずしも有効でないことも同時に分かった．そこで，金属を用いない

誘電体導波路として ガイドを応用することにした．PBG
ガイドの解析PBG
を応用した誘電体導波路を設計するための準備として，１次元 構造の電磁界解析をPBG PBG

行った． ガイドとは，図２に示すように，周期的に並んだ突起の一部に欠損部を作ることPBG
で生じるエネルギーの閉じこめ効果を利用した誘電体導波路である．従って，制作や非常に容易

であると同時に，マイクロストリップ線路等の集積回路の基板に用いる誘電体と同じものが使え

るため，回路のへの変換も容易に行えるものと考えられる．解析の結果，幅が波長の 程度の1/3
突起を 個設置し，その中心に欠損部分を設けることで，欠損部分にエネルギーが充分閉じこ12

PBG NRDめられることが確認できた． ガイドは，金属を用いずに設計することができるため，

ガイドが抱えていたような問題は解消できるが，高周波領域における誘電体の損失の評価が不十

分であるため，今後は，誘電体の高周波領域における損失等の測定が必要と考えられる．
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